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生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
経
験
者
が

実
際
に
か
か
っ
た
費
用
や
期
間
な
ど
を
調
査
し
、
平
均

値
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
住
宅
の
改

修
や
介
護
用
ベ
ッ
ド
の
購
入
な
ど
の
初
期
費
用
に
69
万

円
で
、
毎
月
の
費
用
は
７
万
８
０
０
０
円
。
介
護
期
間

は
４
年
７
か
月
で
し
た
（
平
成
30
年
度
版
・
以
下
同
）。

つ
ま
り
、
費
用
も
期
間
も
平
均
だ
っ
た
場
合
、
介
護
に

実
際
に
、介
護
に
は

い
く
ら
か
か
る
の
？ 

誰もが避けがたい「老化」。〝ピンピンコロリ〟がいいけれど……。
今回は、介護事情を考えましょう 。
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65～74歳
64歳以下

高齢化の推移

出典：内閣府・平成30年版高齢社会白書

日本の人口は年々減少
していますが、その一方で
高齢者は増えています。

皆
さ
ん
は「
２
０
２
５
年
問
題
」を
ご
存
知
で
す
か
？
　

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
の
方
が
全
員
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢

者
人
口
の
増
加
に
伴
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
か
ら

そ
う
呼
ば
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
65
歳
以
上
の
方
は
３
５
１
５
万
人
で
、
日
本

の
人
口
の
27
・
７
％
を
占
め
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
75
歳

以
上
は
１
７
４
８
万
人
で
、
13
・
８
％
。
お
お
よ
そ
７

人
に
１
人
が
75
歳
以
上
で
す
。

2
0
2
5
年
に
な
る
と
、
65
歳
以
上
は
３
６
７
７
万

人
に
増
え
、人
口
の
30
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

75
歳
以
上
は
、
２
１
８
０
万
人
で
、
人
口
の
17
・
８
％
、

つ
ま
り
、
５
・
６
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
の

で
す
（
２
０
１
８
年
・
内
閣
府
・
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
国
は
、
医

療
や
介
護
の
公
定
価
格
を
、
定
期
的
に
見
直
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
２
年
に
１
度
、介
護
費
は
３
年
に
１
度
。

２
０
１
８
年
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
が
見
直
さ
れ
る

６
年
に
１
度
の
年
で
し
た
。

高
齢
化
に
よ
る
問
題
の
一
つ
は
、
社
会
保
障
費
で

す
。
現
在
、
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
な
ど
を

含
め
た
社
会
保
障
費
は
、
年
間
約
１
２
０
兆
円
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は
約

１
４
０
兆
円
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
の
で

す
（
２
０
１
８
年
・
内
閣
官
房
・
内
閣
府
・
財
務
省
・

厚
生
労
働
省
）。

昨
年
の
改
定
で
は
、
医
療
分
野
は
、
病
院
に
行
か
な

く
て
も
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
通
じ
て
行
う
「
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
」
が
保
険
診
療
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
分
野
で
は
要
介
護
度
の
重
度
化
を
防
ぐ

た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
全
体
的
に
見
て
今
回
は
、
私
た
ち
の
負
担
に
直
結

す
る
よ
う
な
大
き
な
改
定
が
な
く
、
安
心
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
る
自
己

負
担
の
割
合
は
、
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
８
月
か
ら
、
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
方
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
３
割
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
介
護
費
に
も

負
担
を
抑
え
る
た
め
の「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
」

が
あ
る
こ
と
で
す
。
１
か
月
に
払
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

に
は
、
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
表
参
照
）。
た
と
え
、
３
割
負
担

の
方
で
あ
っ
て
も
、自
己
負
担
上
限
を
超
え
た
場
合
は
、

申
請
す
れ
ば
返
金
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
問
題
と
は
？

医
療
や
介
護
の
価
格
改
定
。

私
た
ち
の
負
担
は
？
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か
か
っ
た
総
額
は
約
５
０
０
万
円
で
す
。

し
か
し
、
介
護
未
経
験
者
へ
の
調
査
で
は
、
予
想

す
る
介
護
総
額
の
平
均
は
３
１
６
７
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
実
際
よ
り
は
る
か
高
額
を
想
定
し
て
不
安
に
思
う

方
が
多
い
よ
う
で
す
。

と
は
い
え
、
介
護
は
十
人
十
色
。
介
護
期
間
が
10

年
以
上
続
く
方
や
、
月
々
15
万
円
以
上
か
か
っ
た
と
い

う
方
も
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。
備
え
が
必
要
な

の
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
費
用
に
ど
う
備
え
れ
ば

よ
い
の
か
、
次
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長野県生まれの経済ジャーナリスト。むずかしい経済の仕
組みを、わかりやすく解説する達人。モットーは「借金減ら
して現金増やせ」。近著に『老前破産』（朝日新書）、『投資な
んか、おやめなさい』（新潮新書）など多数。

対象となる方

世帯のどなたかが
市区町村民税を課税されている方

44,400 円（世帯）※1

24,600 円（世帯）

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）※1

15,000 円（個人）

44,400円（世帯）※2

2017年8月からの負担の上限（月額）

出典：厚生労働省

負担の上限高額介護サービス費制度・

現役並み所得者に相当する方がいる
世帯の方

生活保護を受給している方等

世帯の全員が市区町村民税を課
税されていない方

前年の合計所得金額と
公的年金収入額の合計が
年間８０万円以下の方等

荻原博子さんプロフィール
おぎわら ひろこ

保険に関する身近な情報をはじめ、提携施設の期間限定キャンペーンなど、お得な情報を充実したラインナップでお届け
します！ ご登録がお済みでない方はこの機会にご登録ください。登録キャンペーンの参加方法は、本誌2～3ページへ！

アドレス http://yuseifukushi.or.jp/jp_member/mailmag/　

スマホは、
こちら

知
ら
な
い
か
ら
、
不
安
が
ふ
く
ら
む
！

制
度
や
実
態
を
知
っ
て
、
介
護
に
備
え
よ
う

※1「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを
利用した方全員の負担の合計の上限額を指し、「個人」とは、
介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。

※2 同じ世帯の全ての65歳以上の方（サービスを利用して
いない方を含む。）の利用者負担割合が１割の世帯に
年間上限額 （446,400 円）を設定。

不明
14.2％

1万円未満
5.2％

1万～2.5万円
15.1％

2.5万～5万円
11.0％

5万～7.5万円
15.2％

7.5万～10万円
4.8％

出典：生命保険文化センター・
平成30年度生命保険に関する
全国実態調査

10万～
12.5万円
11.9％

12.5万～
15万円
3.0％

15万円以上
15.8％

費用ナシ
3.6％介護費用（月額）

メルマガ
登録キャンペーン
実施中！

メルマガ
登録キャンペーン
実施中！

今が登録
の

チャンス！
今が登録

の
チャンス！
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